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茶樹の栽培と

ロング肥料の普及

田畑義次

この肥料の施用を省ける時期は病害虫防除の重要な時

期であるので，茶園管理作業上，施肥との競合がなくな

り，病害虫の適期防除'もできることーと，肥料施用が従来

コースに比べて，ロングコースでは，芽出しの時期と一

茶直前，一茶直後と二茶直前とが重複する危険性がなく

なり，濃度障害の心配もなくなり安全になる。

また年間施用成分を見ると，窒素， リン酸，加里とも

静岡県キタハイ
農業協同組合

近年，早期成園化，品質の向上，収量の増加を目的に 減っている。特に窒素成分が従来に比べ28kg減らしてあ

多肥栽培の傾向が強く，その結果濃度障害，土壌の強酸 るが，これはロングの特長を利用して，肥料成分が有効

性化などの問題が表面化している。新らしい緩効性肥料 に利用されるという考えからきている。

被覆燐硝安加里「ロング」を施用することで，施肥回数 私達キタハイ農協管内 (111間地〉は急傾斜地や，疎岩

削減による省力化，強酸性化の阻止，濃度障害の防止が の多い土壌，または大井川流域の砂土と，肥料が流亡し

可能となるため， rロング」は現在茶園がかかえている やすい茶園が多いことから試験にとりかかった。

施肥問題を解決しうる画期的な肥料といえる。 成木園を比較すると，芽の長さ，業数ともロングコー

私達は 3年前より，農林水産省茶業試験場土壌肥料研 スがまさり， 10アール換算収量も多かった。ワク内芽数

究室，静岡県中部農業改良普及所，藤枝支所のご指導， については，従来コースが多いのは，本年の霜害の影響

助言のもとに施肥試験結果の解析を行ってきたので，こ と思われる。というのは，従来区の茄芽期が 2"-'3日早

こに報告させていただく。 くなった為に4月中下旬の霜害を受けたので，その結果

「一石二鳥のロンゲ」 芽数が多くなったと思われる。ロング区の出開度が進ま

表-1の年間施肥コースを見ると，従来コースに比べ ないのは，まだ肥効が持続するので，成長過程にあるた

施肥回数が減らせるので，肥料代金総額は，ほとんど変 めと思われる。

わらないが，労働費が大幅に節約できることになる。 未成園についても同様なデーターではあるが，特に収

--、w・-‘旬向・・‘、.-・、-・、A‘.-・、.‘戸、.~~伺-・h備陣畑、、戸、，‘・'‘内.、_.崎》同匂向・内ザ‘W同匂内.，..戸、.向場向‘'司階、.... 、，司峰、‘'‘.、幡、順向旬尚培、向・同W陶_.同頃同M凶.. 除、，司同南e‘剛"‘~、，、'‘4角帽剛、.、4相同世、.、-刷、-、.、，同園"、，、'‘... 、，、'‘... 、，、-.

(4) 土壌分析結果 力効果は大きい。
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4. 施肥基準と口ンゲの普及

以上のような経過とまた他地区での成績等も検討し，

57年度にはタイプ別に慣行の追肥分をロングにおきかえ

施肥基準を作成し，施肥労力の軽減，肥培管理の安定等

を目標としてとりあげている。

この設計例によって本年度のロング施用農家は多く，

22haで計画されており省力，増収の期待がかけられてい
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ロング 180(13-3-11)施肥設計
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(5) 考 察

経済効果は， 3月末までの肥料代の比較であるが，ロ

ング 180区が慣行区より安くなっている。収量は慣行区

に比ベロング 180区が 128%，270区が 112%で:ありい

ずれも多かった。土壌分析結果は， ECの変化を見ると

ロング区が安定しており，またPHは慣行区が後半下っ

たのにロ γグ両区は下り方がゆるやかであった。労力面

ではロングは追肥の施用労力が不用であったためその省

区名 !肥料名 施 JJ巴量 N P K 

;由 拘'1 16 袋 480kg 25.4 11 4.8 

う片 約〉 5 100 3.5 19 

1>'1] 1 iiflt )111 2 40 20 

ロンク 180 23 230 29.9 6.9 25.3 
メrL1 長|ー 58.8 38.9 50.1 

I組芸有機配合 20 400 32 24. 24 

1>'1] 2 ロング 180 23 230 29.9 6.9 -25.3 
メg入I ii十 61.9 30.9 49.3 

ロング 270(13-3-11)施肥設計

区名 Jj巴 4・l 名 b血 JJ巴 )I_t N P K 

illi WI 16 袋 480kg 25.4 11 4.8 

Tl :!1} 5 100 3.5 19 

WU 1 h占L 方日 2 40 20 

ロング 270 35 350 45.5 10.5 38.5 
メ仁入3 自1- 74.4 40.5 63.3 

園芸有機配合 20 400 32 24 24 

{刈 2 ロンク..270 35 350 45.5 10.5 38.5 
メEゴL 長1- 77.5 34.5 62.5 



(6) 第三種郵便物認可 農 業 と 4

マ
コd
s

昭和57年11月1日
戸 ι
寸ー

穫量に大きく影響する株張の程度が，従来コースに比べ ア態窒素と硝酸態窒素を少しずつ放出して供給するため

表-1 緩効性肥料ロンゲを施した年間施肥試験コース(アーノレ当り〕 と思われるとの解析

を得ているc

E 寒害に対して

の抵抗性について

一般に冬期まで，

窒素が効いていると

寒害を受けやすいと

言われているが，ロ

ング肥料の特徴で冬

期も窒素肥料が効い

ている形になるので

地JjB 日
春 月巴 非出し i色 11巴 改良貴1] 秋 H巴

{出j 与
2月下旬 3月上旬 3月rj'1!)4}JJ:-中旬 1 ;¥HU'IIj I 1 f!~i在後 2 す\~II( ，iÎj I 2茶I直後 8 )'U:骨j 8月中1i)I 9月1-.1')

ロ キタハイ ロング 化 成 キタハイ 有宇 機スーパー ロング キタハイ N -90.8 

ン 西日 メ仁入1 (14013 ) 同己 f人3 1じ I説マ ク(180日) 円d 合 P-30.2 

ごい-6 13-3-11 20-4-6 13-3-5 9-6-6 Mg -10 13-3-11 8-4-7 K -58.7 

| 有機60% :布機43% 有機40% 有機66% 有機W33.2%
ス

120kg 120kg 80kg 120kg 100kg 140kg 100kg 150kg 金II199，39QiI]

キタハイ 改良斉1] キタハイ !iitt 安キタハイ キタハイ {じ 成有 機スーパー キタハイ キタハイ N-118.8 

従米 自己 合 再d {'ふT、 同d 合同l~ 1~ 入 化 成マ グ同己 イト 同己 {;'I P - 39.6 

コ 8-4-6 Mg -33 8-4-6 13-3-5 13-3-5 18-3-9 9-6-6 Mgー 10 8-4-7 8-4-7 K - 63.0 

有機60% 有機60% 有機43% 有機43% 有機40% 有機66% 有機66% :(l!世ヰ(46.5%ス
150kg 60kg 180kg 80kg 120kg 120kg 80kg 120kg 140kg 150kg 90kg 金利99.560111

摘採ハザミ刈，品種カナヤミドリ

表-JI成木園の生育と収量比較

摘.J:j: 平均 平均 20cmX20cm 
出関皮

10 a当り 生薬 10 a当り換算
成績

日 見長 :条:数 ワクi付牙数 換算収量 単価 ~J::.否定金額

ロコ J5 3 
ン|

11 
5.9cm 3.31''，( 77 .6冴' 40.2% 746kg 797円 594，562円

グス
日

1ftコ
1J5 3 2 4.8cm 3.1枚 83.2~ 51.3% 709kg 800PJ 567，200PJ 

米ス
日

表-][ 未成園の生育と収量比較(植溝処理)

※ 3年生白木を昭和55年春定植

摘採(1若手茶)手， (2番茶〉ハサミ，品種ヤブキタ

約10%も，ロングコースの方が，優位で、あった。

茶樹は永年作物で， 1'"'-' 2年だけの成績では結論づけ

られないので，今後も調査して行く予定である。

「今後検討すべき問題点」

工 窒素成分について

「ロング13-3-11Jはアンモニア態窒素と硝酸態窒素

とを， 4 : 6の割合で含んでいる。茶の生育，品質向上

のためにもう少し，アンモニア態窒素の含量を増やした

方がよいのではないかと考える。

農林水産省茶葉試験場土壌肥料研究室で分析したロン

グ施用区と従来施用区の茶葉のアミノ酸(茶のうま味の

成分〉含量を引用してみた。

これは緩効性肥料 Iロング」の特長で，常時アンモニ

表ー百 茶葉のアミノ酸含量(乾物mg%)

こういうデーターを表Vに示した。

昭和57年 1月から冬期に，マイナス 5度以上になった

表-v 昭和57年 1月から茶株面温度が 5度

以下になった日数と最低極温

(県経済連茶株面温度調査区中川根町田野)

のは， 42日間もあったが，従来区とほとんで変わらない

園相であった。今後も調査が必要だが，特に寒害を受け

やすいということはないようである。

E ロング肥料と土壌との混和について

ロングは，土壌と混合しないと肥効の発現が遅れるの

で，茶農家が認識を持たないと，せっかくのすぐれた肥

効が得られないので，徹底した指導で普及していく計画

である。

百 ロングの価格面について

ロングは，従来の化成肥料より，すぐれている肥料で

はあるが，現在の価格は，高価であると思う。茶業経営

の改善のために，今後のコストダウンを期待している。

「むすび」

茶樹は永年作物，それに肥料は作物の生育にとって欠

くことのできないものとなれば， 2年から 3年間の試験

成績だけで良し思しを判断することは，早いかも知れな

いが，ロングは興味ある面白い働きをもっ肥料だと考え

る。茶業経営の中で上るのは生産費ばかりといっても過

言ではないと思う。そのうち肥料代の占める割合は大き

いし，また，多肥栽培からくる茶閤土壌の荒廃化が進行

する中で，古くから伝えられ習慣で行ってき

た栽培管理を新しい目で見なおして行かねば

ならないと思っている。被覆燐硝安加里「ロ

ング」は，その意味で，確かに画期的な肥料

だと思う。今後，更に実証試験調査を重ね

て，そのデターに基ずいて，茶農家に自信を

持って指導して行きたい。(農林水産省農業試験場土壌肥料研究室データより〕


